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テイアツク製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 
ご使用になる前にこの取扱説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、いつでも見られるところに大切に保 
管してください。 

末永くご愛用くださいますよう、お願い申し上げます。 
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お使いになる前に 


付属品の確認 

万一、付属品に不足や損傷がありましたら、お買い上げに 
なった販売店または AV お客様相談室(裏表紙に記載)にご連 
絡ください。 

FM アンテナ XI 

AM ループアンテナ XI 

電源コード XI 

リモコン （ RC -1225) XI 

乾電池（単 4) X 2 

取扱説明書 X 1 

保証書 XI 

使用上の注意 

• 直射日光が当たる場所や暖房器具の近<など、温度が高 
くなるところに置かないでください。また、アンプなど 
熱を発生する機器の上には置かないでください。 

変色や変形、故障の原因となります。 

MPEb Layer-3 audio codina technology licensed from 
Fraunhofer IIS and Thomson. 

Supply of this product does not convey a license nor 
imply any right to distribute MP ヒ (j Layer-3 compliant 
content created with this product in revenue-generating 
broadcast systems (terrestrial, satellite, cable and/or 
other distribution channels), streaming applications (via 
Internet, intranets and/or other networks), other content 
distribution systems (pay-audio or audio-on-demand 
applications and the like) or on physical media (compact 
discs, digital versatile discs, semiconductor chips, hard 
drives, memory cards and the like). 

An independent license for such use is required. For 
details, please visit http://mp3licensing.com. 

This product is protected by certain intellectual property 
rights of Microsoft. Use or distribution of such technology 
outside of this product is prohibited without a license from 
Microsoft. 

"Made for iPod" means that an electronic accessory 
has been designed to connect specifically to iPod and 
has been certified by the developer to meet Apple 
performance standards. 

Apple is not responsible for the operation of this device 
or its compliance with safety and regulatory standards. 

iPod is a trademark of Apple Inc., registered in the U.S. 
and other countries. 
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iPhone is a trademark of Apple Inc. 





































安全にお使いいただくために 


製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止する 
ために、以下の注意事項をよくお読みください。 


Am 

以下の内容を無視して誤った取り扱いをすると、火災や感電などによって、 

5 1=3 死亡や大怪我などの人身事故の原因となります。 

電源プラグ 
を コンセン 
卜から抜け 

万一、異常が起きたら 

煙が出たり、変なにおいや音がするときは。 

機器の内部に異物や水などが入ったときは。 

この機器を落としたり、キャビネットを破損したときは。 

すぐに機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。 
異常状態のまま使用すると、火災•感電の原因となります。販売店またはティアッ 
ク修理センター（裏表紙に記載)に修理をご依頼ください。 


電源コードを傷つけない。 

電源コードの上に重いものをのせたり、コードを本機の下敷きにしない。 

S 原コードを加工したり、麵に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、力口熱したりしない。 

コードが破損すると火災•感電の原因となります。万一、電源コードが傷んだら(芯 
線の露出、断線など)、販売店またはティアック修理センター（裏表紙に記載)に交換 
をご依頼ください。 

0 

禁止 

電源ブラグにほこりをためない。 

電源プラグとコンセントの間にゴミやほこりが付着すると、火災_感電の原因とな 
ります。電源プラグを抜いてから、ゴミやほこりを取り除いてください。 


交流 100 ボルト以外の電圧で使用しない。 

この機器を使用できるのは日本国内のみです。表示された電源電圧(交流 100 ボルト） 
以外の電圧で使用しないでください。また、船舶などの直流 ( DC ) 電源には接続しな 
いでください。火災_感電の原因となります。 


機器の上に花びんや水などが入った容器を置かない。 

内部に水が入ると火災 • 感電の原因となります。 

⑧ 

この機器のキャビネットは絶対に外さない。 

キャビネットを開けたり改造すると、火災•感電の原因となります。内部の点検- 
修理は販売店またはティアック修理センター（裏表紙に記載)にご依頼ください。 

分解禁止 

この機器を改造しない。 

火災- 感電の原因となります。 

❶ 

強制 

この機器を設置する場合は、壁から 20 cm 以上の間隔をおく。また、放熱をよくす 
るために、他の機器との間は少し離して置く。 

ラックなどに入れるときは、機器の天面から 5 cm 以上、背面から 10 cm 以上のすき 
まをあける。 

内部に熱がこちり、火災の原因となります。 
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安全にお使いいただくために(続き) 


A 、， 

卜〗" Rm 肉兹友紐 i 目丨•ア■越った友才み分咸雷め； m 仙 m 蚩坊に上- 

/ ■ \ /土思 て、怪我をしたり、周辺の家財に損害を与えたりすることがあります。 

❶ 

強制 

オーディオ機器を接続する場合は、各々の機器の取扱説明書をよく読み、電源を切り、 
説明に従って接続する。 

また、接続は指定のコードを使用する。 

それ以外の物を使用すると故障、火災、感電の原因となります。 

電源を入れる前には音量を最小にする。 

突然大きな音が出て聴力障害などの原因となることがあります。 


この機器はコンセントの近くに設置し、電源プラグに簡単に手が届くようにする。 

異常が起きた場合は、すぐに電源プラグをコンセントから抜いてください。 


ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かない。 

湿気やほこりの多い場所に置かない。風呂、シャワー室では使用しない。 

調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたる場所に置かない。 

火災_感電やけがの原因となることがあります。 

0 

禁止 

この機器の付属の■源コードを他の機器に使用しない。 

故障、火災、感電の原因となります。 

電源コードを熱器具に近付けない。 

コードの被ふくが溶けて、 火災- 感電の原因となることがあります。 


濡れた手で電源プラグを抜き差ししない。 

感電の原因となることがあります。 


電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らない。 

コードが傷つき、火災•感電の原因となることがあります。必ずプラグを持って抜 
いてください。 

電源プラグ 
をコンセン 
卜から抜け 

移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントから抜き、外 
部の接続コードを外す。 

コードが傷つき、火災 • 感電の原因となることがあります。 

旅行などで長期間この機器を使用しないときは、安全のため必ず電源プラグをコン 
セントから抜く。 

お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントから抜く。 

感電の原因となることがあります。 
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電池の取り扱いについて 

本製品は電池を使用しています。誤って使用すると、発熱、発火、液漏れなどの原因となりますので、以下の注意事項を必ず守っ 
てください。 


乾電池に関する注意 

0 

禁止 

乾電池は絶対に充電しない。 

破裂、液もれにより、火災•けがの原因となります。 


注芦 乾電池に関する注意 

❶ 

強制 

電池を入れるときは、極性表示(プラス ㊉ とマイナス e の向き）に注意し、霪池ケースに 
表示されているとおりに正しく入れる。 

間違えると破裂、液もれにより、火災、けがや周囲を汚損する原因となることがあ 
ります。 

長時間使用しないときは電池を取り出しておく。 

液がもれて火災、けが、周囲を汚損する原因となることがあります。もし液がもれ 
た場合は、電池ケースについた液をよく拭き取ってから新しい電池を入れてくださ 
し)。また、万一もれた液が身体についたときは、水でよく洗い流してください。 

0 

禁止 

指定以外の電池は使用しない。 

新しい電池と古い鼋池、または種類の違う罨池を混ぜて使用しない。 

破裂、液もれにより、火災、けがや周囲を汚損する原因となることがあります。 

⑧ 

分解禁止 

金属製の小物類と一緒に携帯、保管しない。 

ショートして液もれや破裂などの原因となることがあります。 

分解しない。 

電池内の酸性物質により、皮膚や衣服を損傷する恐れがあります。 


愛情点検 


電源コードや本体に異常がないか、定期的に点検してください。 

内部にほこりがたまったまま、長い間掃除をしないと火災や故障の原因となることがあります。 
特に、湿気の多くなる梅雨期の前に行うと、より効果的です。 

5年に1度は、販売店または弊社サービス部門に内部の点検をご依頼ください。 

費用についてはお問い合わせください。 
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MP 3/ WMA について 


リモコンの使い方 


#本機は USB フラッシュメモリーを始め、 MP3 プレー 
ヤーや HDD など、さまざまな USB ストレージで記録さ 
れた MP3/WMA ファイルを再生することができます。 
HDD は FAT1 6または FAT32 でフ ォー マットされたも 
ののみ認、識することができます。 NTFS で フォー マット 
されたちのは認、識されません。 

• ファイルの合計が2000を越えている USB メモリーは、 
本機で正しく再生できないことがあります。 

• 本機のディスプレーには半角のアルファべットと数字 
(1 バイト文字)しか表示できません。ファイル名に日本 
語や中国語などの全角文字 (2 バイト文字)が使われてい 
る場合、再生は可能ですがディスプレーに正しく表示 
できません。 

• MP3/WMA ファイルの認識はファイル拡張子 (MP3 の 
場合「.mp3」、 WMA の場合 「.wma」) で行います。ファ 
イル名には必ず拡張子を付けてください。 

• 拡張子「.mp3」または 「.wma」 のないファイルは本機で 
は再生できません。また、ファイル名に拡張子をつけ 
ていても MP3 または WMA データ形式でないファイル 
は再生できません。 

• 本機で再生できる MP3 ファイルは、モノラルまたはス 
テレオの MPEG-1 Audio Layer 3 フォーマットで、 サ 
ンプリングレートが 44.1 kHz または48 kHz、 ビット 
レートが320 kbps 以下のファイルとなります。 

•本機で再生できる WMA ファイルは、サンプリングレー 
卜が 44.1 kHz、 ビットレートが192 kbps 以下のファ 
イルとなります。 

• 1 28 kbps でエン]-ドされた MP3/WMA ファイルは 
通常の音楽 CD に近い音質になります。本機では低ビッ 
トレートで記録された MP3/WMA ファイルも再生でき 
ますが、音質は多少低下します。 


リモコンの使用により、離れたところから機器の操作がで 

きます。 

使用上の注意 

• リモコンの先端を本体のリモコン受光部に向けて、5 
メートル以内の距離で操作してください。本体とリモコ 
ンの間には障害物を置かないでください。 

• 本体のリモコン受光部に日光や照明が干渉すると、リモ 
コン操作ができないことがあります。その場合は本体の 
ボタンをお使いください。 

•本機のリモコンを操作すると、赤外線によりコント□— 
ルする他の機器を誤動作させることがありますのでご注 
意ください。 


電池の入れ方 

リモコン裏面のフタを外し、ケースの㊉と㊀の表示に合わ 
せて乾電池(単4形)2本を入れて、フタを閉めてください。 



電池の交換時期は… 

操作範囲が狭くなったり、操作キーを押しても動作しない 
場合は、2本とも新しい電池に交換してください。 


^電池使用時の注意 

乾電池を誤って使用すると、電池の破裂、液もれによ 
り、火災、けがや周囲を汚損する原因となることがあ 
ります。5ページの注意をよく読んでご使用ください。 


6 







アンテナの接続 


AM アンテナ 

付属の AM ループアンテナを組み立て、アンテナから出 
ている2本のコードを AM アンテナ端子に一本ずつ接続 
します。 

黒のコード+黒の端子 ( GND ) 

白のコード+白の端子 

AM 放送の受信中にこのアンテナを左右に回して、受信 
状態が一番良い位置に置いてください。 


FM アンテナ [ANTENNA FM 750] 

FM 室内アンテナ 

付属の FM 室内アンテナを FM 750ジャックに差し込 
み、アンテナを伸ばします。受信状態が最もよくなる位 
置の窓枠や壁などにアンテナを固定してください。 


? 


AM アンテナの組み立て方 

AM アンテナを組み立てるには、アンテナベースを矢印 
方向に回して起こし、アンテナループの下側のフックを 
アンテナベースの長穴に差し込んでください。 



付属の AM ループアンテナを組み立て、リアパネルの 
AM アンテナ端子に接続します。 


AM 屋外アンテナ 

AM 電波の弱い地域では、6〜1 5m のビニール線を窓際 
か屋外に水平に張り、 AM 端子の GND でない側に接続し 
てください。 



FM 屋外アンテナ 

FM 電波の弱い地域では3素子の屋外アンテナを使用し、 
750同軸ケーブルで接続してください。 

特に電波の弱い地域では、5素子以上のアンテナを使用 
してください。 



AM 屋外アンテナ 



• 屋外アンテナを使用するときは、必ず GND 端子をアー 
スにつないでください。 

• 屋外アンテナと接続する場合でも、付属の AM ループア 
ンテナは接続したままにしてください。 


争屋外アンテナを接続するときは、 FM 屋内アンテナを外 
してから接続してください。 
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接続方法 


R し 

R し 

LINE 

LINE 

OUT 

OUT 


DVD プレーヤーなど CD プレーヤー (PD-H 380など) 


A 接続時の注意 

• すべての接続が終わつてから電源ブラグを差し込んでください。 

• 接続する機器の取扱説明書をよく読み、説明に従って接続してください。 


カセットデッキ、 


レコードブレーャー 

CD レコーダーなど 



LINE LINE 



IN OUT 

R L R L 


/I 


□ 


s 




f© 




i / 


1 
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SWITCHED 
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□ ァナログ入力端子 

アナログの音声が入出力されます。 

市販のオーディオケーブルを使って、各機器と本機の 
入出力端子に接続してください。 

才ーディオケーブルは白のピンプラグを白 (L) 端子に、 
赤のピンプラグを赤 (R) 端子に接続してください。 

白 ( l ) ® _ ^=gncrn=> Q 白 ( l ) 

赤 (R) ® ©赤 (R) 

•プラグはしっかりと差し込んでください。また、電源 
コードやスピーカーケーブルと一緒に束ねないでくだ 
さい。音質の低下や雑音の原因になります。 


□ フオノ入力端子 [ PHONO ] 

レコードプレーヤーの音声を入力します。 

レコードプレーヤーの力一トリッジは、 MM 型または 
MM 型相当の出カレベルの力一トリッジをお使いくだ 
さい。 

白のピンプラグは白 (L) 端子に、赤のピンプラグは赤 (R) 
端子に接続してください。 

•プラグはしっかりと差し込んでください。また、電源 
コードやスピーカーケーブルと一緒に束ねないでくだ 
さい。音質の低下や雑音の原因になります。 


Q アース端子 [SIGNAL GND ] 

レコードプレーヤーなどのアース線を接続します。 

• 安全アースではありません。 

• レコードプレーヤーのアース線を接続しないと雑音が 
発生することがあります。 


Qj USB 端子 

iPod や USB メモリ_などを接続して再生できます。 

• iPod を接続するときは、 iPod 付属の USB ケープルを 
ご使用ください。 

• iPod シャッフルは、本機に接続しても再生できません。 
互換性につきましては、18ページをご確認ください。 

iPod ソフトウェアの更新 

お使いの iPod が本機やリモコンで正常に動作しない場 
合、 iPod のソフトウェアを最新のものにすると問題が 
解決することがあります。 

以下のサイトにアクセスして最新のソフトウェアをダ 
ウン□—ドしてください。 
http://apple.com/jp/downroads/ 


□ 電源アウトレツト(連動 ) [AC OUTLETS ] 

本機に接続する機器(レコードプレーヤー、 CD プレー 
ヤー等)の電源を ここから とることができます。本機の 
電源をオンまたはスタンバイにすると、接続した機器 
に電源が供給されます。 


Q AC 電源コード 

すべての接続か終わってから、電源プラグを AC100V 
の電源コンセントに差し込んでください。 

• ノイズ発生の原因となるので、各接続ケーブルを電源 
コードと一緒に束ねないでください。 

•長期間使用しないときは、コンセントから電源プラグ 
を抜いておいてください。 

Aim 

交流100ポルト以外の電圧で使用しないでください。 
火災、感電の原因になります。また、電源の抜き差しは、 
必ずプラグを持って行ってください。 






スピーカー接続 


右スピ _ 力- 


左 スピーカー 



LINE 

IN 


アンプ内蔵サブウー八一 


Zh 接続時の注意 

争接続のときは、すべての機器の電源をオフにしてください。 

• 接続する機器の取扱説明書をよく読み、説明に従って接続してください。 
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システム接続 


0 スピーカー 端子 

市販のスピーカ_ケ_ブルを使って、本機とスピー 
カーを接続してください。 

本機の赤い端子が㊉、黒い端子が㊀になります。スピー 
力ーケーブルのマークされている側を本機の㊉端子に、 
もう片方のケープ)レを㊀端子に接続してください。 

•スピーカー接続のときは、本機の電源を必ずオフにし 
てください。高レベルの信号が急に入ると、スピーカー 
がダメージを受けることがあります。 

• スピーカーは公称インピーダンスが 6Q 以上のものを 
お使いください。 

•雑音の原因となりますので、スピーカーケーブルは電 
源コードやその他のケーブルと一緒に束ねないでくだ 
さい。 

接続のしかた 

1 . 接続端子のつまみを左に回してゆるめる。 

2. 芯線を切り欠き部に挿入し、つまみを右に回してしつ 
かり締め付ける。 



3. ケーブルを軽く引っ張り、しっかり挿入されているか 
確認する。 


バナナプラグでの接続 

市販のバナナプラグを使用して接続することもできま 
す。スピーカーケーブルをバナナプラグに接続してか 
ら、プラグをターミナルに差し込みます。 



ティアツクリファレンス380シリーズをお持ちの方は、こ 
の機器と接続することにより、便利な機能を使用できます。 

• 本機に付属のリモコンでシステム全体のスタンバイ/才 
ンを切り換えることができます。 

(PD-H38 ◦は背面のリモートコント□—ルセレクター 
を 「SYSTEM」 に切り換えてください。） 

• PD-H 380の再生ボタン (►) を押すと、本機の入力は自 
動的に CD に切り換わります。 

•本機の入力で CD を選択すると、自動的に PD-H38 ◦の 
再生が始まります。 

• 本機をオンにすると、オフまたはスタンバイになる前に 
選択されていた機器が自動的に再生されます。 

リモートコント□—ルケーブルは、各機器のリモートコ 
ント□ール端子に接続してください。 



• つまみを締めた状態でご使用ください。 

• ご使用になるノ （ ナナブラグの説明書をよくお読みくだ 
さい。 

m サブウー八一端子 

小型のスピーカーを使用している場合は、サブウー 
八一を接続して低音を補強することができます。市販 
のオーディオケーブルを使って、サブウー八一と接続 
してください。 

•サブウー八一は、市販のアンプ内蔵のパワードサブ 
ウー八一をお使いください。メインスピーカーとのパ 
ランスを取るために、聴き慣れたソースを再生しなが 
ら、サブウー八一の音量を調節します。曲によっては、 
お好みで調節してください。 
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各部の名称 



□ 入力切換ポタン [SOURCE] 

このボタンを押すたびに、ソースが切り換わります。 

□ バンド [BAND] 

AM と FM の切り換えを行います。 

Q スリープ [SLEEP] 

スリープタイマーの設定を行います。 

Q ] メモリー [MEMORY] 

ソースがチューナーのとき、放送局をプリセットに記 
憶させるときに使用します。 

0 メニュー/ FM モード [MENU/FM MODE] 

ソースが iPod のとき、このボタンを押すとひとつ前の 
メニューに戻ります。 iPod のメニューボタンと同じ働 
ぎをします。 

ソースがチューナーのときは、 FM のステレオとモノ 
ラルの切り換えを行います。 

Q チューニングモード/エンターポタン [TUNING 
MODE/ENTER] 

ソースがチューナーのとき、チューニング方法の選択 
を行います。また時刻設定やタイマーの設定に使用し 
ます。 

ソースが iPod のときは、メニューの決定に使用します。 

0 選局/選択つまみ [TUNING/SELECT] 

ソースがチューナーのとき、放送局やプリセットした 
チヤンネルの選局に使います。 

ソースが iPod のとぎ、このつまみで iPod のメニュー 
をスクロールできます。 

□ 音量っまみ 

音量を調節します。音量の設定は、電源を切っても保 
持されます。 


□ 再生/—時停止ポタン [►/■■] 

ソースが USB または iPod のとき、再生の開始と一時 
停止に使用します。 

ソースが CD のとき、 PD-H38 〇の再生と一時停止を 
行います。 

□ スキップポタン [ SKIPh ^/^ i ] 

ソースが USB または iPod のとき、再生中のファイル 
や曲のスキップができます。ソースが CD のとき、 PD- 
H 380で再生中の曲をスキップします。 

再生中にこのボタンを押し続けると曲のサーチを行い 
ます。 

□ ヘッドホン端子 [PHONE] 

へッドホンをお使いになるときは、へッドホンプラグ 
を端子に差し込み、音量つまみで適切な音量にします。 

□ リモコン受光部 

リモコンからの信号を受信します。リモコンを使用す 
るときは、リモコンの先端をこちらに向けて操作して 
ください。 

C 3 ディスプレー 

□ 電源 オン/オフポタン [POWER] 

電源をオン/オフします。 

システムコント□—ル機能を使う場合、タイマーでシ 
ステムをオン/オフする場合などは、このスイッチは才 
ンにしておいて、リモコンの電源ボタン (STANDBY/ 
ON) でスタンノ〈イ/オンを切り換えてください。 
スタンバイではインジケーターがオレンジに、オンで 
はインジケーターが青に光ります。 
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[ a ] 電源スタンバイ/オンポタン [ STND 巳 Y / ON ] 

電源のスタンバイ/オンを切り換えます。 

\ b \ 入力切換ポタン ( TUNER 、 CD 、 iPod / us 巳、 
AUX 1/2、 PHONO ) 

ソースを選択します。 


[ c ] 時刻設定ポタン [TIME SET ] 

現在時刻やタイマーの設定を行います。 

[ d ] トーンポタン [ TONE ] 

低音、高音の調整をするときはこのボタンを押してス 
クロールボタン (▲/▼) で行います。 


[ R ] シャッフルポタン [ SHUFFLE ] 

ソースが USB または iPod のとき、シャッフル再生を 
行います。 

ソースが CD のとき、 PD-H 380のシャッフル再生を 
行います。 

[[] 停止ポタン [_ ST 0 P ] 

ソースが USB または iPod のとき、再生を停止します。 
ソースが CD のとき、 PD-H 380の再生を停止します。 

[ J ] プ□グラムポタン [ PROGRAM ] 

ソースが USB または iPod のとき、プログラム再生に 
使用します。 

ソースが CD のとき、 PD-H380 のプログラム再生に 
使用します。 

ソースがチューナーのとき、放送局をプリセットに記 
憶させるときに使用します。 

\ k \ 消音ポタン [ MUTING ] 

一時的に音を消します。 

[T] メニュー ポタン [ MENU ] 

ソースが iPod のとき、このボタンを押すとひとつ前の 
メニューに戻ります。 iPod のメニューボタンと同じ働 
ぎをします。 

@エンターポタン [ ENTER ] 

現在時刻やタイマーを設定するときに使用します。 
ソースが iPod のとき、メニューの決定を行います。 

\ n \ 録音ポタン [ RECORD ] 

USB メモリーなどへの録音を開始します。 

\〇\ ディマーポタン [ DIMMER ] 

ディスプレーの明るさの切換を行います。 

\ P ] INF 0/ RDS ポタン [ INF 0/ RDS ] 

本機では使用しません。 

〇画面表示ポタン [ DISPLAY ] 

ソースが USB または iPod のとき、ディスプレーに表 
示する情報を切り換えます。 

B 消去ポタン [ CLEAR ] 

プログラムを消去するときに使います。 


\ e \ タイマー [ TIMER ] 

タイマーのオン/オフを行います。 

[ f ] FM モード 

FM のステレオとモノラルの切換を行います。 

\9\ リビート1/オールポタン [EPEAT 1/ ALL ] 

ソースが USB または iPod のとき、リピート再生のモー 
ドを切り換えます。 

ソースが CD のときは、 PD-H380 のリピート再生の 
モードを切り換えます。 


[ s ] 音量ポタン [ V 0 LUIVE ] 

音量を調節します。 

[t] スクロール ポタン [▲/▼] 

ソースが USB のとき、フオルダやファイルの選択を行 
います。 

ソースが iPod のとき、メニューのスクロールを行いま 
す。 

I-ーンボタン (TONE) を押すと、低音、高音の調節が 
でぎます。 
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基本操作 



さ J 電源を入れるには 

電源ボタン (POWER) を押して、電源のオン/オフを行 
います。 

システムコント□—ル機能を使う場合、電源スイッチ 
(POWER) は常にオンにしておいて、リモコンの電源 
ボタン (STANDBY/ 〇 N) でオン/オフしてください。 



インジケーターが青色に点灯します。 

• 本機の電源を入れると、電源を切る前に選択されてい 
た機器が自動的に再生または受信状態になります。 

• 電源を切ると時刻設定は、維持されません。 


辱 J 聴きたいソースを選ぶには 

入力切換ボタン (SOURCE) を押すたびに、ソースが以 
下のように変わります。聴きたいソースが表示される 
まで、ボタンを繰り返し押してください。 


SOURCE 


Q ^\ 


チューナー [TUNER] 

1 

USB/iPod 

1 

フオノ [PHONO] 

1 

外部入力1 [AUX1] 

1 

外部入力2 [AUX2] 

1 

CD 


リモコンで ソースを 選ぶときは、聴きたい ソース 
のボタン ( TUNER、CD, iPod/US 巳、 AUX1/2、 
PHONO) を 押します。 


音量を調節するには 

音量つまみ (VOLUME) を回します。 

音量は最小にしておいて、音を出してから適切な音量 
に調節するようにしてください。 

突然大きな音が出ると、スピーカーを破損したり、聴 
力障害などの原因となることがあります。 


VOLUME 
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通常の明るさ— 

i 

少し暗い 

I 

消灯 

I_ 

• 電源を切ると設定は取り消されます。 


時的に音を消すには(ミュート） 

消音ボタン (MUTING) を押すと一時的に音を消すこと 
ができます。もう一度押すと元の音量に戻ります。 



EJ デイスプレーの明るさを調節するには 

ディマーボタン (DIMMER) を押してデイスプレーの明 
るさを3段階で調節します。 


へッドホンで音楽を聴くには 

へッドホンをお使いになるときは、まず音量を下げて 
からへ ッ ドホンプラグ (03.5mm ミニプラグ)をへ ッ ド 
ホン端子に差し込み、音量つまみ (VOLUME) で音量を 
調節してください。 

ヘッドホンプラグが差し込まれているときは、本機に 
接続されているスピーカーから音声は出力されませ 
ん〇 



\ g \ 低音域/高音域を調整するには 


低音域と高音域を一10から+10の範囲で調整するこ 
とがでぎます。 

Iンボタン (TONE) を押して、低音 (BASS) または 
高音 (TREBLE) を選択します。5秒以内にスクロール 
ボタン (▲/▼) を押して、レベルを調整してください。 







oo of 
000 \ 


15 



























iPod を聴くには 


D 入力切換ボタン ( SOURCE ) を押して、 
「 USB / iPod 」 を選ぶ。 



□ iPod 付属の USB ケーブルを使用して、本 
機に接続する。 

iPod の電源が自動的にオンになり、 iPod のプレイリ 
ストにしたがって再生が始まります。 

自動的に再生が始まらない場合は iPod のメニューにし 
たがって音楽を選択してください。 

入力が他のソースのときに iPod を差し込むと、 iPod 
の電源がオンになり、 iPod は一時停止状態になります。 



• iPod が本機と接続されていて、本機の電源がオンの間 
は常に iPod を充電します。フル充電すると充電を停止 
します。スタンバイの時は充電しません。 

• 本機と iPod が接続されているときは、 iPod のヘッド 
ホンから音は出ません。へッドホンでお聴きになりた 
いときは、本機のヘッドホンジャックに、ヘッドホン 
を接続してください。 


一時停止するには 



►/II 


再生中に、再生/一時停止ボタン(►/II)を押すと、一時 
停止します。 

もう一度再生/一時停止ボタン (►/») を押すと、再び再 
生が始まります。 


聴きたい曲を探すには(スキップ) 



再生中にスキップボタンまたは ►►!) を押すと、前 
または後ろの曲にスキップして再生します。希望する曲 
になるまで、繰り返し押してください。 

• I◄◄を一回押すと再生中の曲の頭に戻ります。それよ 
り前の曲を再生したいときは、を続けて押してくだ 
さい0 
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メニュー項目を選ぶには 


B □ 



D チューニング/選択つまみ ( TUNNING/ 
SELECT) を回して、メニュー項目を選択 
する。 

チューニングモード/エンターボタン 
(TUNNING/ENTER) を押して、選択を確 
定する。 

リピート再生するには 

REPEAT 
1/A しし 



再生中にリピートボタン (REPEAT) を押すたびに、リ 
ピートのモードが変わります。 

RPT1(1 曲リピート）^~~ 

1 

RPT ALL (全曲リピート） 

1 

通常再生 


1曲リピート ( RPT 1) 

ひとつの曲を繰り返し再生します。再生中にスキップ 
ボタンを使用して、違う曲に変更できます。変更した 
曲を繰り返し再生します。 

再生停止中であってもリビート再生をすることができ 
ます。リビートボタンを押してから、スキップスキッ 
プボタンで曲を選択します。 

全曲リビート 

フオルダ内のすべての曲を繰り返し再生します。 

77 


聴きたい部分を探すには(サーチ） 



〇 


再生中にサーチボタン ►►!) を押したま 
までいると、早送り/早戻しができます。聴きたい部分 
が見つかつたら指をはなしてください。 

• サーチ中、音は出ません。 


前のメニューに戻るには 



MENU/ 
FM MODE 


% 


メニュ ー/FM モードポタン (MENU/FM MODE) を押す 
と、ひとつ前のメニューに戻ります。 
iPod の MENU ポタンと同じ機能です。 


































iPod を聴くには(続き) 


再生中にシャッフルボタン ( SHUFFLE ) を押すたびに、 
シャッフルのモードが変わります。 

RDM Songs ^— 

1 

RDM Album 
1 

通常再生 

「RDM Song 」 を選ぶと、選択したアルバムやプレイリ 
ストの曲をランダムに再生します。 

「RDM Album 」 を選ぶと、アルバムをランダムに選んで 
再生します。アルバムの中身は、順序通り再生します。 


シャッフル再生するには 


使用するディスプレーを変えるには 

iPod を接続した状態で、メニュー/ FM モードボタン 
[ MENU/FM MODE ] を4秒以上押し続けると、使用す 
るデイスプレーが変更されます。 



MENU/ 
FM MODE 


ダイレクトモード 

iPod のディ スプレーを 使用します。 

メニューが iPod の画面に表示されます。 

本機のディスプレーには 「Direct Mode 」 と表示され 
ます。 

工場出荷時は、ダイレクトモードが選択されています。 

エクステンドモード 

本機のディスプレーを使用します。 

iPod のディスプレーにはティアツクの□ゴマークが表 

示されます。 

再生中の音楽の情報(曲/アルノ（ム/アーティスト名)が本 
機のディスプレーに表示されます。 

曲/アルバム/アーティスト名は、1バイトのアルファ 
べツトでしか表示されません。日本語や中国語などの2 
バイトの文字には対応していませんので、正しく表示さ 
れません。 


本機で使用できる iPod 

本機で使用できる iPod は以下の通りです。 
iPod (第5世代） 
iPod classic 

iPod nano (第 1 世代から第 5 世代） 
iPod touch (第1世代から第3世 fC ) 

以下のモデルは、ダイレクトモードに対応していま 
せん。 

iPod (第5世代） 

iPod nano (第1世代、第2世代） 

争 iPhone は、設定で「機内モード」をオンにすれば、 
本機で音声を聴くことができます。 

本機で使用できる iPod については、以下の弊社ホー 
ムページの iPod 対応表もご覧ください。 
http :// www . teac . co . jp / audio / teac / support _ 
ipod.html 
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USB メモリーを再生するには 


% 


USB メモリーが接続されていないときは、デイスプ 
レーに 「Not connected 」 と表示されます。 

□ USB メモリーを本機に接続する。 

)\~ドディスクドライブなどの大容量の機器を接続し 
たときには、情報の読み込みに数分かかることがあり 
ます。 




0さらに、曲を指定したいときはスクロール 
ボタン (▲/▼) を押して、再生したい曲を選 
ぶ。 



□ 再生/一時停止ボタン (►/__) を押す。 

► /II 




Q エンターボタン (ENTER) を押す。 




本機は USB フラッシュメモリーを始め、 MP 3 プレーヤー 
や HDD など、さまざまな US 巳ストレージデバイスに保存 
された MP 3/ WMA フアイルを再生することができます。 

□ 入力切換ポタン (SOURCE) を繰り返し押し 
て、 「USB/iPod」 を選ぶ。 


SOURCE 


サーチ (MP3/WMA) 

US 巳メモリーの再生中または停止中に、 MP 3/ WMA のフォ 
ルダを探したり、聴きたい曲を探すことができます。 

D スクロ—ルボタン (▲/▼) を押して、再生し 
たいフォルダを選ぶ。 



Q エンターポタン (ENTER) を押す。 


ooof 
ooo\ 


。〇 000、 
0 0 0 0 | 

0 0 0 ©。\ 


選んだ曲から再生が始まります。 
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USB メモリーを再生するには(続き) 


再生を停止するには 


聴きたい曲を探すには(スキップ) 



停止ポタン(国)を押すと再生が停止します。 

再生を一時停止するには 



►/it 


再生中に、再生/一時停止ボタン(►/ II )を押すと、一時 
停止します。 

もう一度再生/一時停止ボタン (►/__) を押すと、一時停 
止したところから再び再生が始まります。 



再生中にスキップボタン ( 1« «/►►►►!) を押す 
と、前または後ろの曲にスキップして再生を始めます。 
希望する曲香になるまで、続けて操作してください。 

•再生中は、144を一回押すと再生中の曲の頭に戻りま 
す。それより前の曲を再生したいときは、◄を続け 
て押してください。 


聴きたい部分を探すには(サーチ) 




再生中にサーチボタン ►►!) を押したま 
までいると、早送り/早戻しができます。聴きたい部分 
が見つかったら指をはなしてください。 


• サーチ中、音は出ません。 
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U ピート再生 ( US 巳） n シャツフ J レ再生 ( US 巳) 



再生中にリピートボタン ( REPEAT /1/ ALL ) を押すたび 
に、リビートのモードが以下のように変わります。 

RPT 1 (1 曲リ匕 。 -卜） ◄ - 

I 

RPT Folder (フォルダ内リピート） 
i 

RPT ALL (全曲リピート） 

I 

通常再生 


以下のボタンを押すと、リピート再生は解除されます。 
停止ボタン(国)、入力切換ボタン ( SOURCE 、 
TUNER 、 CD 、 iPod / US 巳、 AUX 1/2、 PHONO ), 
電源ボタン ( POWER 、 STANDBY / ON ) 

1 曲リピート ( RPT 1) 

再生中の曲がくり返し再生されます。一曲リピート再生 
中に他の曲を選ぶと、その曲のくり返し再生に変わりま 
す。 

フォルダ内リピート (RPT Folder ) 

再生中のフォルダのすべての曲を繰り返し再生します。 
USB 内にフォルダがないときは、このモードはスキッ 
プされます。 

全曲リビート 

USB メモリー内のすべての曲を繰り返し再生します。 
プログラム再生中は、プログラム再生の曲を繰り返し再 
生します。 


シャッフルボタン ( SHUFFLE ) を押すとデイスプレーに 
「 Randam 」 と表示され、フォルダ内の曲をランダムに再 
生します。 

•シャッフル再生中に、スキップボタン (►►!) を押すと、 
次の曲がランダムに選曲され再生が開始されます。 

またスキップボタン (★_) を押すと、直前に演奏された 
曲にスキップします。 

シャッフル再生中は、リピート再生はできません。 

#シャッフル再生を中止したいときは、シャッフルボタン 
をもう一度押すか、停止ボタン (国) を押してください。 
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プ□グラム再生 ( USB ) 


32曲まで、プログラムして再生することができます。 

D 停止中にプログラムボタン ( program ) を 
押す。 



P-00 T-0000 
Total File : 0130 


0スク□—ルボタン (▲/▼) を押して、曲を選 
ぶ。 


P-01 T-0012 
Total File : 0130 


P 5秒以内にプログラムポタン (PROGRAM) 
を押す。 



P-02 T-0012 
Total File : 0130 


• □と El を繰り返して、プログラムする曲を追加します。 
•間違えたときは、クリアボタンを押すと直前の曲を取り 

消すことがでぎます。 

• 32曲までプログラムできます。32曲を超えてプ□グラ 
ムしようとすると、デイスプレーに 「 P - FULL 」 と表示 
され、追加することはできません。 

0プログラムが完了したら、再生/一時停止ボ 
タン （►/__) を押す。 



プログラム再生が始まります。 

すべての曲の再生が終わるか停止ボタンを押すとプロ 
グラム再生は終了します。 

•電源コードを外すと、すべてのプログラムは消去され 
ます。 
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プ□グラム内容のチェック 



停止中にリモコンのプログラムポタン ( PROGRAM ) を 
押すたびに、プログラム番号とプログラムした曲番が順 
番に表されます0 


プ□グラムから曲を消去するには 



停止中に、削除したい曲香が表示されるまでプログラム 
ボタン ( PROGRAM ) を繰り返し押してから、クリアー 
ボタン ( CLEAR ) を押してください。 


プ□グラムに曲を追加するには 

1停止中に、プログラムボタン ( PROGRAM ) をくり返し 
押して、追加したいプログラム番号を表示させる。 



2新しい曲香をスクロールボタン (▲/▼) を押して選ぶ。 



3. プログラムボタン ( PROGRAM ) を押す。 



そのプログラムが追加されます。 

• プログラムの最後に曲を追加したい場合は、最後の曲が 
表示された後、 「 P - End 」 が一瞬表示されたら、新しい 
曲香を選んでプログラムボタン ( PROGRAM ) を押して 
ください。 


すべてのプ□グラム内容を削除するには 

1停止中にプログラムボタン ( PROGRAM ) を押す。 



2クリアーボタン ( CLEAR ) を約4秒以上押す。 



• 以下のボタンを押した場合も、プログラム内容は消去さ 
れます。 

入力切換 Ttt タン ( SOURCE 、 TUNER 、 CD 、 AUX 1/2、 
PHONO )、 電源ボタン ( POWER 、 STANDBY / ON ) 

•電源コードを外すと、すべてのプ□グラムは消去されま 
す0 
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ディスプレー表示 ( USB ) _ USB 録音の前に 



再生中にディスプレーボタン ( DISPLAY ) を繰り返し押し 
て、曲の情報を表示することができます。 

通常表示（スクロール表示）—— 

i 

曲番 

i 

ファイル名 

I 

タイトル 

I 

アーテイスト 

I 

アルバム 

I 

日付 

i 

コメント 

I_ 

• 本機のディスプレーには半角のアルファべットと数字 (1 
バイト文字)しか表示できません。ファイル名に日本語 
や中国語などの全角文字 (2 バイト文字)が使われている 
場合、再生は可能ですがディスプレーに正しく表示でき 
ません。 


本機では、 CD やラジオ、外部入カソース(レコード、カセツ 
トテープなど)の音声を MP 3 形式にして、 USB メモリーに 
録音することができます。 

録音するときのご注意 

• 録音中に USB メモリーを取り外したり電源コードを抜 
かないでください。故障の原因となります。 

• 適切な音量で録音するために、録音するソースの音量を 
あらかじめ確認してください。 

• 本機で USB メモリーの容量を確認することはできませ 
ん。録音の前に、あらかじめ USB メモリーの容量をパ 
ソコンで確認してください。 

録音されるファイルについて 

•録音されたファイルは 「 AUDIO 」 フォルダに記録され 
ます。 

•ファイル名は、 「 AUDIO 〇01. MP 3」、 「 AUDI 0002_ 
MP 3」のような順序で自動的に記録されます。 

例： 

すでに 「 AUDIO 」 フォルダに 「 AUDI 0004. MP 3」 
と 「 AUDI 0009. MP 3」 が記録されている場合、次に 
録音したときに記録されるファイル名は 「 AUDI 001 0. 
MP 3」となります。 

• 本機で録音する場合には、 MP 3 ファイルの ID 3 タグ(曲 
名、アーティスト名、アルバム名などの情報)は記録さ 
れません。 
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USB メモリーに録音するには 


USB メモリーから曲を消去するには 


ラジオ、外部入カソース ( CD プレーヤー、カセットテープ、 
レコードなど)などの音声を MP 3 形式にして USB メモリー 
に録音することができます。 

Q 本機の USB 端子に USB メモリーを接続す 
る。 

0録音するソースを選ぶ。 



• iPod / US 巳は選択できません。 

□ 録音ポタンを押して録音を開始する。 


RECORD 



• USB メモリーに空き容量がないときや、 USB メモリー 
がロックされているときは録音することができません。 

參 USB メモリーを再生しながら、その音声を録音するこ 
とはできません。 


D 停止中に、スクロールボタン (▲/▼) を押し 
てフォルダを選択する。 



□ エンターポタン (ENTER) を押す。 



0スクロールボタン (▲/▼) ボタンを押して曲 
を選ぶ。 


□ 消去ボタン (CLEAR) を4秒以上押し続け 
る。 






デイスプレーに 「 Delete ?」 が表示されます。 


録音を停止したいときは 


□ 3秒以内にもう一度消去ボタン (CLEAR) を 



停止ボタン(国)を押してください。 


• 3秒以内に消去ボタンを押さないと、消去の操作はキヤ 
ンセルされます。 
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ジオを聴くには 



D 入力切換ポタン ( SOURCE ) を繰り返し押し 
て、チューナー （ TUNER ) にする。 


SOURCE 



□パンドボタン ( BAND ) を押して、 FM また 
は AM を選ぶ。 


BAND 

% 

Q チューニングモードを選ぶ。 

TUNING 

MODE 



チューニングモードボタン (TUNING MODE ) を押す 
たびに、モードが以下のように変わります。 

Manual tune : マニュアル選局^—— 

i 

Auto tune : 才一卜選局 

i 

Preset tune : プリセツト選局 
I_ 

争プリセツトの方法は、「放送局のプリセツト」（次ページ) 
をご覧ください。 

0選局をする。 


TUNING/SELECT 



マニュアル選局 (Manual tune) 

選局つまみを回して聴きたい放送局を選びます。 
リモコンではスキップボタン ( / ►►!) を使用しま 
す。 

FM では 50 kHz 刻み、 AM では 9 kHz 刻みで周波数が変 
わります。 


オート選局 (Auto tune) 

選局つまみを回すと選局が自動的に始まります。放送 
局を受信すると止まります。 

聴きたい放送局が見つかるまで、繰り返してください。 

籲エンターボタン ( Enter ) を押すと、才一卜選局は止ま 
ります。 


プリセツト選局 (Preset tune) 

選局つまみを回してプリセツトされた放送局を選びま 
す。 

リモコンではスクロールボタン (▲/▼) を使用します。 


FM モード 

FM モードボタン (FM MODE ) を押すたびに、ステレオ受信 
とモノラル受信が切り換わります。 



Stereo ( ステレオ） 

FM ステレオ放送をステレオで受信します。 FM ステレオ 
放送の受信中はデイスプレーに 「 ST 」 が表示されます。 


FM/ST 10:00 

108.00 MHz 


Mono ( モノラル） 

FM 放送をモノラルで受信します。 FM ステレオ放送の受 
信状態が悪く、 STERE ◦が点滅しているときはこのモー 
ドを選んでください。音はモノラルになりますがノイズ 
を減らすことができます。 
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放送局のプリセツ 


FM、AM 放送を各30局までプリセツトできます。 



才_トプリセツト 

パンドボタン ( BAND ) で FM または AM を選 
ぶ。 


マニュアルプリセツト 

Q プリセツトしたい放送局を受信する。 

26ページの手順IIから d を参照してください。 

Q メモリーポタン ( MEMORY ) を押す。 

MEMORY 



FM 

10:00 

CH — 

108 .00MHz 


BAND 



2 メモリーボタン ( MEMORY ) を3秒以上押す。 


MEMORY 



本機は自動的に放送局を選局し、チャンネル1から順 
にプ IJ セツ トします。 


04秒以内に、選局つまみ ( TUNER / SELECT ) 
をまわして、プリセツトするチヤンネルを 
選択する。 


TUNING/SELECT 



FM 

10:00 

CH12 

108 .00MHz 


04^!) 以内にメモリーポタン ( MEMORY ) を押 
す。 

MEMORY 

% 

放送局がプリセツトされます。 


• 新たにプリセツトするとこのチヤンネルに以前プリ 
セツトされていた周波数は上書きされます。 
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現在時刻の設定 


Q 時刻設定ポタン (TIME SET ) を1回押す。 



ボタンを押すたびに、ディスプレーの表示が以下のよ 
うに変わります。 

Current time ( 現在時刻） - 1 

On time ( タイマー開始時刻） 

Off time (タイマー終了時刻） 

' _ 

Source select ( ソース選択表爪 ） 

(通常の表示）-1 

• 現在時刻は12時間表示です。 

參ボタンを押してから1分以上何も操作されないと、時 
刻設定モ_ドはキャンセルされます。 

參時刻設定モードを終了させたいときは、停止ポタン (■) 
を押します。 

□スクロールボタン (▲/▼) を押して「時」を 
合わせる。 



P エンターポタン ( ENTER ) を押す。 


「分」表示が点滅します。 

£1スクロールボタン (▲/▼) を押して「分」を 
合わせる。 


E 1 エンターポタン ( ENTER ) を押す。 


時計がスタートします。 

• 現在時刻の設定は、電源を切ると保持されません。 
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タイマーの設定 


〇スクロール ボタン (▲/▼) を押して「分」を 
合わせる。 



B 時刻設定ポタン (TIME SET ) を押す。 



「Off time 」 がデイスプレーに表示されます。 

G □から□を繰り返して終了時刻を設定す 
る 0 

「Source select ] が表示されます。 

□スクロールポタン (▲/▼) を押してソースを 
選び、エンターポタン ( ENTER ) を押す。 

タイマーが設定されます。 

• タイマーの時刻設定などを変更する場合は、開始時刻、 
終了時刻、ソース選択が独立で設定可能です。時刻設 
定ボタン (TIME SET ) を押して設定項目を選び、設定 
してください。 


• タイマー設定を行う前に、現在時刻を設定してくださ 
し)。 

• 1分間なにも操作しないとタイマー設定はキャンセル 
されます。 

D 時刻設定ポタン ( TIME SET ) を2回押す。 



デイスプレーに 「On time 」 と表示され、「時」表示 
が点滅します。 

□スク□—ルボタン (▲/▼) を押して開始「時」 
を合わせる。 



P エンターポタン ( ENTER ) を押す。 



「分」表示が点滅します。 


osof 
ooo\ 
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タイマーの操作 


Timer off タイマーオフ ' - 

1 

Timer daily 目覚ましタイマー（毎日） 

1 

Timer REC once 録音タイマ ー（ 一回のみ） 

1 

Timer REC daily 録音タイマ ー（ 毎日） 


D タイマーボタン ( timer ) を繰り返し押して 
「Timer REC once 」 または [Timer REC 
daily 」 を選ぶ。 

タイマーインジケーター「 I .」と録音インジケーター 
rlli が点灯します。 


□ タイマー録音の準備をする。 

放送局を受信するなど、ソースを準備してください。 

B リモコンのスタンパイ/オンボタン 
( STANDBY / ON ) を押してスタンパイにす 
る。 


目覚ましタイマー 

毎日設定した時刻になると電源がオンになり再生を始めま 
す。設定した終了時刻になると電源がオフ(スタンバイ)に 
なります。 

Q タイマーポタン ( TIMER ) を繰り返し押して 
「Timer daily 」 を選ぶ 0 

タイマーインジケーター「1」が点灯します。 


□ タイマー再生の準備をする。 

ソースを準備し、音量を調節してください。 

&スタンバイ/オンボタン ( STANDBY / ON ) 
を押してスタンパイにする。 

タイマーは毎日設定された時間に働きます。 

參主電源(フロントパネルの電源ボタン)を切らないでく 
ださい。設定したタイマーが働かなくなります。 


「On time 」 で設定した時間に電源が入り、録音が始 
まります。 

「Off time 」 で設定した時間になると、自動的に録音 
が停止し、スタンバイになります。 

主電源(フ□ントノてネルの電源ボタン)を切らないでく 
ださい。設定したタイマーが働かなくなります。 


タイマーをオフにするには 

タイマーを使用しない場合は、タイマーポタン (TIMER) 
をくり返し押して 「Timer off 」 を選んでください。 

タイマーインジケーター UL 」 が消灯します。 


タイマーボタンを押すごとに、タイマーのモードが以下の 
ように変わります。 


録音タイマー 

設定した時刻に、1回だけまたは毎日、選んだソースを 
USB メモリーに録音します。 

あらかじめ USB メモリーを接続しておいてください。 


0 - 000 

Irflsool© 
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スリープタイマー 


工場出荷時の設定に戻すには 


電源を一定時間後に自動的にオフ(スタンバイ)にする機能 
です0 



すべての設定を工場出荷時の状態に戻すことができます。 

□ リモコンの電源スタンバイ/オンポタン 
( STAND 巳 Y / ON ) を押してスタンバイ状態 
にする。 


スリープボタン ( SLEEP ) を押すたびに、時間が切り替 
わります。90分から1◦分まで、10分刻みで設定でき 
ます。 

~90 - *-80- *•.10 — 

- 0 FF ( 通常の表示）^— 


• スリープ機能が働いているときは、デイスプレーが暗く 
なります。 

• スリープ中にスリープボタン ( SLEEP ) を1回押すと、ス 
リーブするまでの残り時間が3秒間表示されます。 


Q 入力切換ポタン ( SOURCE ) を押しながら再 
生/一 時停止ボタン (► /_ I )を4秒以上押し 
続ける。 



SOURCE 


(yj しめ 

モデル名 ( AG - H 380 JPN ) と本機のマイコンのソフト 
ウェアのバージョンがデイスプレーに表示され、電源 
がオンになります。 


すべての設定は、工場出荷時の状態に戻ります。 

• タイマー等の設定はすべて消去されますので、再設定 
の必要があります。 
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たとぎは 


本機の調子がおかしいときは、サービスを依頼される前に 
以下の内容をもう一度チェックしてください。また、本機 
以外の原因も考えられます。接続した機器の使用方法も併 
せてご確認ください。 

それでも正常に動作しない場合は、お買い上げの販売店 
またはティアック修理センター（裏表紙に記載)にご連絡 
ください。 


アンプ部 

電源が入らない 

電源ブラグの差し込みが不完全ではありませんか？ 

+電源プラグを差し込んだコンセントに電流は流れてい 
ますか？電気スタンドなどを接続して確認してくださ 
い0 

音が出ない 

+スピーカーとの 接続をご確認ください。 

音量つまみで音量を調節してください。 

■►入力切換ボタン ( INPUT ) で聴きたいソースを選んでく 
ださい。 

+へッドホンをへッドホンジャックから取り外してくだ 
さい。 

+ミュートになっているときは消音ボタン ( MUTING ) を 
もう一度押してください。 

音に雑音がまざる 

■►テレビに近い位置に設置すると雑音がすることがあり 
ます。テレビから離して設置してください。またはテ 
レビの電源をオフにしてください。 

時計が合わなくなる 

■►時計の設定は、電源をオフすると保持されません。フ 
□ントパネルの電源をオフにしないでください。 

チューナー部 

ラジオのどの局も受信できない、または受信状態が悪い 

■►アンテナの接続を確認し、アンテナの方向を調整して 
ください。 

+テレビがそばにあるときは、テレビの電源をオフにし 
てください。 

■►正しく選局してください。 

■►電波状態が改善しない場合は、屋外アンテナを使用し 
てください。 

ステレオ放送が、モノラル音声になってしまう 

+ FM モードボタン (FM MODE ) を押してステレオ受信 
に切り換えてください。 


iPod 

iPod が動作しない 

■►一度 iPod を USB 端子から外し、しばらくしてから再 
度 iPod を接続してください。 

-► iPod のソフトウェアをアップデートすることで問題 
が解決する場合があります。アップルのホームページ 
にアクセスして、最新情報を確認してください。 

iPod の操作ができない 

-► iPod の H 〇 LD スイッチを解除してください。 

US 巳メモリー ( MP 3/ WMA ファイル） 

再生一/時停止ポタンを押しても、音が出ない 

+ USB メモリーに MP 3、 WMA のファイルがあるかど 
うかご確認ください。 

■►再生可能なフォー マッ トで書かれているファイルかど 
うかご確認ください。（詳しくは6ぺージをご覧下さい) 

ディスプレーに 「No Song title No Artist No album 」 

と表示される 

■►音楽ファイルにそれらの情報が入っていません。パソ 
コンの MP 3 または WMA のファイル作成ソフトで、曲 
名、アーティスト名、アルバム名などの情報を書き込 
むことがでぎます。 

正しく表示されない文字がある 

+ファイル名に日本語や中国語などの全角文字 (2 バイト 
文字)が使われている場合、再生は可能ですがディス 
プレーに正しく表示できません。 

タイマー 

タイマーが設定できない 

■►現在時刻はセットされていますか？ (28 ページ） 

-► 現在時刻ボタン (TIME SET ) で設定した項目を選んで 
ください。 

+本体の主電源を切らないでください。 

タイマーが動作しない 

■►現在時刻、タイマーオン/オフ時刻、ソースは正しく 
設定されていますか？(28、29ページ） 

■►タイマーボタン ( TIMER ) で、動作させるタイマーの 
モードを選んでください。 （30 ページ） 

-► 本体の主電源を切らないでください。 

+ Timer Rec Once は一回しか動作しません。 
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エラー メッセ ー 



リモコン 

リモコンで操作できない 

唪本体の主電源をオンにしてください。 

電池が消耗していたら、2本とも新しい電池に交換し 
てください。 （6 ページ） 

♦本体とリモコンの間に障害物があると操作できませ 
ん。本体の正面から5メー トル以内の距離で、本体の 
方を向けて操作してください。 

蛍光灯が本機の近くにあるときは、消してください。 


本機はマイコンを使用しておりますので、外部からの雑音 
やノイズ等によって正常に動作をしなくなることがありま 
す。このような場合はいったん電源を切り、約1分後には 
じめからから操作してください。 

以上の操作をしても正常な動作をしない場合は、「工場出荷 
時の設定に戻すには」の手順で、工場出荷時の設定に戻し 
てから再度操作をしてください。 （31 ページ） 


設定情報の保持について 

設定した内容は、メモリー機能により保持されますが、 
電源プラグを抜いた状態で14日以上放置するとすベて 
のメモリーが消去されます。 

また、再び電源プラグを差し込んでも、メモリー機能が 
復帰するまで3日以上かかります。 


Resetting 

本機に内蔵されているマイコンが誤動作しています。「エ 
場出荷時の設定に戻すには」の手順に従って、工場出荷 
時の設定に戻してください。 （31 ページ） 

タイマー等の設定は すべて 消去されますので、再設定の 
必要があります。 
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お手入れ 



表面が汚れたときは乾いた柔らかい布で拭いてください。 
ひどい汚れは、薄めた中性洗剤を少し含ませた柔らかい布 
で拭いたあと、固く絞った布で水拭きしてください。化学 
ぞうきんやベンジン、シンナーなどで拭かないでください。 
表面を傷める原因となります。 

zh お手入れは安全のため電源プラグをコンセントから 
抜いて行ってください。 


アンプ部 


取大出力 . 

40 W / ch (6 Q , 1 kHz , 0.5%) 

入力感度/インピーダンス 


PHONO . 

.2.5 mV /47 kQ 

AUX , CD 、 チューナー 

. 200 mV /47 kQ 

周波数特性 . 

■ 20 Hz 〜 60 kHz (+1 /-3 d 巳) 

FM チューナー部 


受信周波数 . 

…. 76.0 MHz -90.0 MHz 

S/N 比 . 

.65 dB (モノラル) 

60 dB (ステレオ） 


AM チューナー部 


受信周波数 . 

.522 kHz 〜1，629 kHz 

S/N 比 . 

.35 d 巳 

US 巳部 


再生 



周波数特性 .20 Hz 〜 20 kHz (土 2 dB ) 

S / N 比 .85 d 巳以上 


録音 

周波数特性 .20 Hz 〜 15 kHz (土 2 dB ) 

S / N 比 .85 d 巳以上 


S 原 . 

消費電力 . 

待機電力 . 

外形寸法（幅、高さ、奥行）. 

龍 . 

付属品 

FM アンテナ x 1 
AM ループアンテナ x 1 
リモコン ( RC -1 225) X 1 
乾電池(単 4) X 2 
電源コ_ド x 1 
取扱説明書 X1 
保証書 X 1 


• AC 100 V 、50-6 〇 Hz 

.85 W 

.0.5 W 

215x1 10 x 315 mm 
.4.4 kg 


仕様および外観は改善のため予告なく変更することがあり 
ます。 

取扱説明書のイラストが一部製品と異なる場合があります。 
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保証と アフターサービス (よくお読みください) 


■保証書 

この製品には保証書が添付されています。保証書は、お買 
い上げの際に販売店が「お買上げ日、販売店名」等を記入 
した上でお渡し致します。記入事項及び記載内容をご確認 
の上、大切に保管してください。保証期間はお買い上げ日 
から一年です。 

■ 補修用性能部品の保有期間 

当社は、この製品の補修用性能部品(製品の機能を維持す 
るために必要な部品)を製造打ち切り後8年間保有していま 
す。 

■ ご不明な点や修理に関するご相談は 

修理に関するご相談、並びにご不明な点は、お買い上げの 
販売店またはティアック修理センター（裏表紙に記載)にお 
問い合わせください。 

■修理を依頼されるときは 

32ページの「困ったときは」に従って調べていただき、な 
お異常のあるときは使用を中止し、必ず電源プラグをコン 
セントから抜いて、お買い上げの販売店またはティアック 
修理センター（裏表紙に記載)にご連絡ください。 

なお、本体の故障もしくは不具合により発生した付随的損 
害(録音内容などの補償)の責についてはご容赦ください。 


保証期間中は 

修理に際しましては保証書をご提示ください。 

保証書の規定に従って、修理させていただきます。 

保証期間が過ぎているときは 

修理すれば使用できる場合は、ご希望により有料にて修理 
させていただぎます。 

修理料金の仕組み 

技術料：故障した製品を正常に修復するための料金です。 

測定機等の設備費、技術者の人件費、技術教育費 
が含まれています。 

部品代：修理に使用した部品代金です。 

その他修理に付帯する部材等を含む場合もありま 
す。 

その他：製品を送るために必要な送料/梱包料などがあり 
ます。 


修理の際ご連絡いただきたい内容 

型名： AM / FM ステレオレシーバー AG - H 380 
シリアルナンバー： 

お買い上げ日： 

販売店名： 

お客様のご連絡先 

故障の状況(できるだけ詳しく） 


■廃棄するときは 

本機を廃棄する場合に必要になる収集費などの費用は、お 
客様のご負担になります。 


分解•改造禁止 

この機器は絶対に分解 • 改造しないでください。 

この機器に対して、当社指定のサービス機関以外によ 
る修理や改造が行われた場合は、保証期間内であって 
も保証対象外となります。 

当社指定のサービス機関以外による修理や改造によっ 
てこの機器が故障または損傷したり、人的•物的損害 
が生じても、当社は一切の責任を負いません。 


音のエチケット 

楽しい音楽も、場合によっては大変気に 
なるものです。静かな綱には小さな音 
でもよく通り、特に低音は床や壁などを 
伝わりやすく、思わぬところに迷惑をか 
けてしまうことがあります。 

適当な音量を心がけ、窓を閉めたりへッドホンを使用 
するなどして、快適な生活環境を守りましょう。 

このマークは音のェチケットのシンボルマークです。 
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ティアック株式会社 

〒 206-8530 東京都多摩市落合 1 -47 http :// www . teac . co . jp / 


この製品のお取り扱い等に関するお問い合わせは 

AV お客様相談室までご連絡ください。お問い合わせ受付時間は、 

土 •日•祝日-弊社休業日を除く 9:30 〜 12:00/13:00 〜 17:00 です。 


AV お客様相談室 


SS 

as 内通 B 科で OK 

ナビ 3 Y ヤル 


0570 - 000-701 

一般電話 • 公衆電話からは市内通話料金でご利用いただけます。 


〒 206-8530 東京都多摩市落合 1 -47 

電話： 042-356-9235 / FAX :〇 42-356-9242 


故障 • 修理や保守についてのお問い合わせは 

ティアック修理センターまでご連絡ください。 

お問い合わせ受付時間は、土 •日•祝日 • 弊社休業日を除く 9:30 〜 17:00 です。 


ティアック修理センター 


SS 

市内 MB 科で OK 


0570 - 000-501 

—般電話 • 公衆電話からは市内通話料金でご利用いただけます。 


〒 358-0026 埼玉県入間市小谷田 858 
電話： 04-2901-1 033 / FAX : 04-2901-1036 


•ナビダイヤルは全国どこからお掛けになっても市内通話料金でご利用いただけま 
す 。 PHS • IP 電話等からはナビダイヤルをご利用いただけませんので、通常の電 
話番号にお掛けください。 

•新電電各社をお使いの場合はナビダイヤルをご利用いただけないことがあります。 
その場合はご契約されている新電電各社へお問い合わせいただくか、通常の電話 
番号にお掛けください。 

•住所や電話番号は、予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。 


0111 - MA -1527 B 




